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序論─カントの演繹的行為規範学（17）














































































































































































































懸念される（omni nimium vertitur in vitum)；物事には程度がある（est modus in
rebus）等々；中間を保持することは，幸いなるかな（medium tenuere beati)；分
別ある者が，（もし彼が強さそのものを得ようと努めるのなら・後掲注910参照─筆



















する活動における逸脱である・e.g. prodigalitas est excessus in cosumendis
opibus）によって，あるいは諸々の意図の適当であるところよりも，より




































































































































(876) Kant, Metaphysik Tugendlehre, S. 46-48.














































































「こ の 言 葉（無 感 情・ Apathie─筆 者）は，あ た か も 無 感 覚
（Fühllossigkeit）という言葉が，恣意選択の諸対象に関して主観的な無関
心を意味するごとくに，悪い世評のものとなっている。それが弱さとみな































































(880) Kant, Metaphysik Tugendlehre, S. 51-53.



























(882) Kant, Metaphysik Tugendlehre, S. 54.








































































































































自分自身に 他の存在者に 人間以下の 超人間的な












































































































Metaphysik Tugendlehre, S. 65.）。


















































































































































(895) Kant, Metaphysik Tugendlehre, S. 67-70.


































































































































































































































































































る・aliud lingua promptum, aliud pectore inclusum gerere）である。彼の
考えの表明におけるある各々の故意的な虚言が，このような厳しい名称
(903) Kant, Metaphysik Tugendlehre, S. 81-82.































































































































































































の確かな限界が存在する・virtus consistit in medio, medium tenuere beati, est modus

















































（Kant, Metaphysik Tugendlehre, S. 91.）。
















































































































schmiegen に由来しているように思われる」(Kant, Metaphysik Tugendlehre, S.
96.)。



































している。呼称における汝 (Du），貴方 (Er），君達 (Ihr），貴方がた (Sie）
あるいは汝ら（Ew），貴き方（Wohledlen），高貴な方（Hochedlen），高
貴 な お 生 ま れ の 方（Hochedelgebornen），貴 き お 生 ま れ の 方




れら駄弁が威厳へと導く・Hae nugae in seria ducunt）しかし自分を虫け
らとする者は，後に彼が足で踏み付けにされたと訴えたりはできない｣(919)。
(919) Kant, Metaphysik Tugendlehre, S. 97-98.
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